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平成26年第１回定例会　議案の概要

第1回定例会

議決した案件
●条例案…15件　●予算案…33件　●承認案…２件　●同意案…29件　●議員提出議案…２件

●諮問…２件　　●請願…２件　●その他…16件　●議長発議…１件
（●全会一致可決…86件　●賛成多数可決…13件　●否決…３件）

Pick Up

新
年
度
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

一
般
会
計　
７
０
８
億
２
，
６
０
０
万
円
（
前
年
度
比
1.3
％
減
）

予
算
編
成
の
主
な
内
容

　

次
の
６
つ
の
重
点
項
目
に
つ
い
て

喫
緊
の
課
題
と
位
置
付
け
、
予
算
の

重
点
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
医
療
体
制
の
強
化

②
子
育
て
環
境
の
充
実

③
企
業
誘
致
と
新
産
業
の
創
出

④
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
向
上

⑤
中
心
市
街
地
の
拠
点
機
能
の
強
化

⑥
地
域
情
報
化
の
推
進

議
会
か
ら
の
主
な
意
見

○
昨
今
の
入
札
不
落
や
応
札
者
な
し

と
い
っ
た
事
案
の
増
加
に
対
し
て
、

対
応
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
教
育
交
流
事
業
に
お
い
て
、
昨
今

の
国
際
情
勢
を
鑑
み
な
が
ら
対
応
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

○
公
立
保
育
所
民
営
化
事
業
に
お
い

て
、
公
立
・
私
立
保
育
所
の
役
割
や

保
育
現
場
の
現
状
を
認
識
し
、
設
置

比
率
の
目
標
を
掲
げ
た
う
え
で
、
民

営
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
小
学
校
新
設
事
業
に
お
い
て
、候

補
地
を
変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

旧
候
補
地
の
住
民
へ
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

未来にはばたく国際学術研究都市～とも
に育み、人が輝くまち～を将来都市像と
して策定した、「第四次東広島市総合計画」
の５つの柱に沿って、各種主要事業に取
り組まれます。

自立のまちづくり

活力づくり

快適づくり

安心づくり

人づくり

0 400,000

108,273

230,204

1,001,389

(単位 :万円)

266,516

164,379

800,000 1,200,000

一般会計歳入

一般会計歳出

市税
2,738,949

国・県支出金
1,410,075

地方交付税
1,140,000

市債
740,670

使用料等
288,609

繰入金
170,802

その他
593,495

民生費
2,268,949

土木費
992,274

公債費
845,702

総務費
836,736

教育費
693,126

衛生費
523,163

教育費
340,649

商工費
220,410

農林水産費
220,896

その他
140,695

（単位：万円）

（単位：万円）
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Select.2
〈
同
意
案
第
87
号
〉

名
誉
市
民
の
選
定
を
同
意

　

東
広
島
市
名
誉
市
民
に
元
関
脇
の
安
芸
乃
島
（
山
中
勝
巳
）
氏
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
同
氏
は
、
大
相
撲
と
い
う
厳
し
い
世
界
に
お
い
て
、
人
一
倍
の
精
進
と
努

力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
小
柄
な
が
ら
も
優
秀
な
成
績
を
修
め
ら
れ
た
同
氏
の

活
躍
は
、
多
く
の
人
々
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

Select.1
〈
議
員
提
出
議
案
第
２
号
〉

市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
削
減

　

東
広
島
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
議
員
の
定

数
を
現
在
の
32
人
か
ら
２
人
減
ら
し
、
30
人
と
す
る
こ
と
を
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
し
ま
し
た
。
議
員
の
定
数
を
４
人
減
ら
し
28
人
と
す
る
修
正
案
も
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
次
の
一
般
選
挙
（
平

成
27
年
４
月
予
定
）
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

平成26年第１回定例会　議案の概要

○
原
案
提
出
者
の
補
足
説
明

　

定
数
に
関
す
る
集
中
議
論
は
１
年

間
に
亘
り
、
有
識
者
を
招
い
て
の
研

修
会
、「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

な
ど
議
員
及
び
市
民
意
識
の
把
握
に

努
め
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
き
た
。

議
員
の
定
数
は
、
誰
も
が
有
す
る
被

選
挙
権
・
選
挙
権
の
行
使
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
議
会
改
革
・
活
性
化
特
別
委

員
会
で
賛
成
多
数
で
定
数
を
30
人
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

●
修
正
案
提
出
者
の
補
足
説
明

　

議
員
定
数
の
大
幅
な
削
減
が
必
要

◎
主
な
経
歴
・
功
績

昭
和
42
年　
　
　

生
ま
れ

昭
和
57
年　
　
　

藤
島
部
屋
入
門

昭
和
57
年
３
月　

初
土
俵

昭
和
62
年
９
月　

十
両
昇
進

昭
和
63
年
３
月　

入
幕

昭
和
63
年
９
月　

初
金
星

平
成
15
年　
　
　

引
退

平
成
15
年　
　
　

高
田
川
親
方

●
最
高
位　
　

東
関
脇

●
三
賞
受
賞　

19
回

●
金
星
獲
得　

16
個
（
歴
代
１
位
）

●
生
涯
戦
績　

822
勝
756
敗
78
休

●
幕
内
戦
績　

647
勝
640
敗
78
休

平成２年３月、前日、北勝
海に勝った安芸ノ島（写真
右）が、連続で金星を得る
ことになった千代の富士戦
で、上手投げが決まった瞬
間。
（※高田川部屋HPより）

で
あ
る
。
議
員
は
、
少
数
精
鋭
で
頑

張
っ
て
欲
し
い
な
ど
の
市
民
の
意
見

を
踏
ま
え
れ
ば
、
議
会
改
革
・
活
性

化
特
別
委
員
会
の
決
定
に
は
市
民
の

声
が
届
い
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

議
員
一
人
一
人
の
頑
張
り
で
、
対
処

し
て
い
く
強
い
力
と
勇
気
が
必
要
だ
。

各
議
員
は
、
住
民
自
治
協
議
会
と
連

携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
市

政
全
般
の
議
会
活
動
が
で
き
る
と
思

う
の
で
、
定
数
を
28
人
と
す
る
。

議員
定数

賛成
者数

30名 17人

28名 11人

32名
（現状維持） １人

※�議員の定数削減に係
る賛否状況
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Select.4

平成26年第１回定例会　議案の概要

◎
和
解
の
主
な
内
容

①
控
訴
人
（
東
広
島
ホ
テ
ル
開
発
、

東
急
建
設
）
及
び
東
広
島
市
は
、
本

件
土
地
上
に
存
す
る
本
件
工
作
物
に

つ
き
、
東
広
島
市
が
所
有
権
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

②
控
訴
人
ら
が
本
件
工
作
物
の
収
去

義
務
を
負
担
し
な
い
こ
と
を
相
互
に

確
認
す
る
。

③
東
急
建
設
は
、
市
に
対
し
て
、
駐
車

場
化
工
事
概
要
書
記
載
の
工
事
を
施
工

し
、
本
件
土
地
を
駐
車
場
及
び
駐
輪
場

に
整
備
し
て
明
け
渡
す
も
の
と
す
る
。

他
９
項
目

ホテルを建設する予
定だったが、リーマン
ショックによる景気の
悪化により、建設工事
が中断していた。

東広島芸術文化ホール
の完成予想図（外観）

◎
施
設
の
概
要

①
文
化
ホ
ー
ル

②
新
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

③
新
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　
完
成
ま
で
ま
だ
期
間
が
あ
る
が
、

こ
の
時
期
に
条
例
を
制
定
す
る
意

味
は
。

Ａ�　
平
成
28
年
春
ご
ろ
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
供
用
開
始

時
点
で
の
指
定
管
理
者
を
事
前
に

公
募
す
る
た
め
に
、
こ
の
時
期
に

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

Select.3
〈
議
案
第
90
号
〉

ホ
テ
ル
用
地
訴
訟
事
件
の
和
解

　

市
役
所
西
側
に
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
景
気
の
悪
化
に
よ
り

工
事
が
中
断
し
、
訴
訟
問
題
に
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
裁
判
所
か
ら
の
職

権
に
よ
る
和
解
勧
告
や
、
早
期
に
訴
訟
の
解
決
を
図
る
こ
と
等
を
勘
案
し
、
和
解

に
応
じ
ま
し
た
。
和
解
後
は
、
既
存
の
柱
（
工
作
物
）
の
一
部
は
残
し
た
か
た
ち
で
、

駐
車
場
・
駐
輪
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

〈
議
案
第
41
号
〉

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

　

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
市
民
ホ
ー
ル
）
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
芸
術
と
文
化
活
動
の
振
興
、
市
民
交
流
の
活
性
化
、
生
涯
学

習
を
す
す
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
た
め
の
条

例
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
こ
の
条
例
で
は
、
ホ
ー
ル
の
設
置
、
管
理
、
使
用
方
法
、

使
用
料
金
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
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Select.6

平成26年第１回定例会　議案の概要

東広島市地域福祉計画
（第２次）

Select.5
〈
議
案
第
91
・
92
・
93
号
〉

地
域
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に

住
民
自
治
協
議
会
を
指
定

　

志
和
堀
地
域
セ
ン
タ
ー
、
入
野
地
域
セ
ン
タ
ー
、
木
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
自
治
協
議
会

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈
議
案
第
33
号
〉

地
域
福
祉
計
画（
第
２
次
）の
策
定

　

全
て
の
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
構

築
す
る
た
め
、
東
広
島
市
地
域
福
祉
計
画
（
第
２
次
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

（
※
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
計
画
は
議
決
事
件
に
な
り
ま
し
た
。）

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　
指
定
管
理
の
範
囲
は
、
貸
館
業

務
だ
け
な
の
か
、
他
の
業
務
も
あ

る
の
か
。

Ａ�　

従
来
地
域
セ
ン
タ
ー
で
や
っ
て

き
た
貸
館
業
務
、
生
涯
学
習
の
推
進

に
加
え
、
建
物
の
維
持
管
理
業
務
を

含
め
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
料
に
は
、

地
域
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
及
び

事
務
職
員
の
人
件
費
、
役
務
費
な
ど

の
事
務
費
、
維
持
管
理
し
て
い
く
う

え
で
の
小
修
繕
費
を
含
ん
で
い
ま
す

が
、
消
防
設
備
や
浄
化
槽
の
維
持
管

理
費
は
ま
と
め
た
方
が
安
価
な
た
め
、

そ
こ
は
市
が
直
接
行
い
ま
す
。

施設名称 指定管理者

志和堀地域センター 志和堀小学校区住民自治協議会

入野地域センター 入野自治組織「 篁
たかむら

の郷」

木谷地域センター 木谷自治協議会

◎
計
画
の
概
要

①�

計
画
期
間　

平
成
26
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で

②�

基
本
理
念「
市
の
福
祉
全
般
に
お
け

る
総
合
的
な
計
画
で
あ
る
こ
と
を
基

本
と
し
、市
民
生
活
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
課
題
に
つ
い
て
、福
祉
の
４
つ

の
助
け（
自
助・
互
助・
共
助・
公
助
）

を
踏
ま
え
、『
地
域
で
つ
む
ぐ
絆
と
支

え
合
い
』を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、

地
域
住
民
が
日
常
の
課
題
を
解
決
す

る
力（
地
域
の
福
祉
力
）を
高
め
る
と

と
も
に
、助
け
合
い
、支
え
合
っ
て
地

域
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」
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平成26年第１回定例会　議案の審査経過

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号

 　
（
議
員
定
数
30
人
賛
成
）

賛
成

�

宮
川
誠
子
議
員

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
中
で
、
長
き

に
わ
た
る
議
会
改
革
・
活
性
化
特
別

委
員
会
で
ま
と
ま
っ
た
30
人
と
い
う

意
見
を
尊
重
し
、
賛
成
す
る
。

　

議
員
の
定
数
を
単
に
削
減
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
議
員
の
役
割
で
あ
る

市
民
の
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反
映

す
る
力
を
そ
ぐ
こ
と
に
な
り
、
本
来
、

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号・修
正
案

 　
（
議
員
定
数
削
減
反
対
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

議
員
定
数
の
削
減
は
、
議
会
に
市

民
の
多
様
な
意
見
が
ま
す
ま
す
反
映

さ
れ
に
く
く
な
り
、
市
政
の
チ
ェ
ッ

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号▶ 議
員
提
出
議
案

第
２
号
修
正
案

議
員
提
出

議
案
第
２
号

議
案
第
53
号

議
案
第
34
号

議
員
提
出

議
案
第
１
号

請
願
第
１
号

請
願
第
２
号

議
案
第
63
号

議
案
第
65
号

議
案
第
71
号

議
案
第
72
号

議
案
第
73
号

議
案
第
74
号

議
案
第
85
号

議
案
第
94
号

議
案
第
95
号

議
案
第
96
号会　派　名 議　員　名

合 志 会

乗越　耕司 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新開　邦彦 ○ × ○ ○ × × × 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

家森　建昭 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新 風 ２ １

宮川　誠子 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺尾　孝治 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

上田　　廣 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中曽　義孝 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉井　弘文 × ○ 欠 欠 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

麻生　　豊 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 × ○ ○ ○ 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大江　弘康 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山下　　守 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

渡邉　國彦 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

西本　博之 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 × ○ ○ ○ 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五 月 会

平岡　　毅 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坂本　一彦 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下村　昭治 ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東広島いろは会
重光　秋治 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

早志　美男 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 欠

日本共産党 谷　　晴美 × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × ×

市民フォーラム 鈴木　利宏 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論
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ク
機
能
を
弱
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
と
考
え
、
議
員
定
数
の
削
減
に
反

対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号
修
正
案

　

 （
議
員
定
数
28
人
賛
成
）

賛
成

�
家
森
建
昭
議
員

　

市
民
の
声
に
近
づ
く
た
め
に
、
議

員
み
ず
か
ら
が
痛
み
を
受
け
入
れ
、

市
制
施
行
40
周
年
、
合
併
10
周
年
を

機
に
、
よ
り
痛
み
を
伴
う
28
人
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号
修
正
案

　

 （
議
員
定
数
28
人
賛
成
）

賛
成

�

乗
越
耕
司
議
員

　

市
民
か
ら
も
っ
と
活
発
な
議
員
活

動
を
す
べ
き
と
の
意
見
を
多
数
も

ら
っ
て
い
る
。
定
数
を
28
人
に
し
て

も
、
議
員
が
確
実
に
改
革
を
実
施
す

れ
ば
、
今
以
上
に
市
民
の
声
を
市
政

に
反
映
で
き
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号
修
正
案

 　
（
議
員
定
数
28
人
賛
成
）

賛
成

�

下
村
昭
治
議
員

れ
ら
に
対
す
る
反
省
や
教
訓
が
な
い

ま
ま
、
学
校
長
の
裁
量
を
強
化
す
る

と
、
自
浄
能
力
が
機
能
し
な
い
と
考

え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
34
号

　

 （
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

自
主
性
を
持
っ
て
物
事
を
解
決
し

て
い
く
よ
う
な
人
材
こ
そ
が
必
要
で

あ
る
。
教
育
基
本
法
で
は
な
く
、
日

本
国
憲
法
を
手
本
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
１
号

 　
（
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

解
雇
金
銭
解
決
に
よ
り
、
市
経
済

も
後
退
す
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
１
号

 　
（
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
）

反
対

�

加
根
佳
基
議
員

　

現
時
点
で
、
政
府
も
解
雇
金
銭
解

決
制
度
導
入
の
議
論
を
先
送
り
し
て

お
り
、
意
見
書
提
出
は
時
期
尚
早
で

あ
る
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

　

議
員
が
身
を
削
る
思
い
で
取
り
組

む
時
期
に
来
て
い
る
。
合
併
後
10
年

を
機
に
、
厳
し
い
姿
勢
を
示
す
べ
き

と
考
え
、
28
人
に
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
53
号

　

 （
平
成
25
年
度
補
正
予
算
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

市
民
ホ
ー
ル
建
設
時
に
発
覚
し
た

地
下
埋
蔵
物
に
係
る
３
億
円
余
り
の

費
用
は
本
来
、
前
の
所
有
者
が
負
担

す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
53
号

　

 （
平
成
25
年
度
補
正
予
算
）

賛
成

�
宮
川
誠
子
議
員

　

市
民
ホ
ー
ル
の
地
下
埋
蔵
物
に
係

る
費
用
を
前
の
所
有
者
が
負
担
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
負
担
分
を
含
め
て

土
地
を
買
い
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
34
号

　

 （
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
）

反
対

�

赤
木
達
男
議
員

　

指
導
的
立
場
に
あ
る
学
校
長
に
よ

る
不
祥
事
が
増
え
て
い
る
今
日
、
そ

●
請
願
第
１
号

 　
（
平
和
・
非
核
都
市
宣
言
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

原
発
依
存
か
ら
脱
却
し
、
太
陽
光

や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
し
、
安
心
安
全
な
社
会
を
後

世
に
引
き
渡
す
責
任
が
あ
る
と
考
え
、

賛
成
す
る
。

● 

請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

賛
成

�

赤
木
達
男
議
員

　

調
査
委
員
会
に
お
け
る
自
殺
25
日

前
か
ら
の
調
査
だ
け
で
は
、
自
殺
を

選
ば
ざ
る
を
得
な
い
心
理
状
態
に

陥
っ
た
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
う
。
再
び
不
幸
な

事
態
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

再
調
査
の
道
を
閉
ざ
す
べ
き
で
な
い

と
考
え
、
賛
成
す
る
。
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● 
請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

反
対

�
小
川
宏
子
議
員

　
再
調
査
と
い
う
よ
り
は
、二
度
と
起
こ

さ
な
い
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、反
対
す
る
。

● 

請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

ご
遺
族
の
強
い
思
い
に
応
え
、
今

後
の
東
広
島
の
教
育
に
生
か
す
た
め

に
も
、
賛
成
す
る
。

● 

請
願
第
２
号 

（
高
美
が
丘
中

２
男
子
生
徒
自
殺
原
因
調
査
）

反
対

�

宮
川
誠
子
議
員

　

実
現
可
能
性
が
低
い
市
長
部
局
へ

の
調
査
機
関
設
置
の
請
願
を
採
択
す

る
こ
と
は
、
議
会
と
し
て
無
責
任
で

あ
る
。
教
育
現
場
の
改
善
に
向
け
、

議
会
と
し
て
専
門
性
を
持
っ
た
役
割

を
発
揮
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
63
号
ほ
か
₇
議
案

　

 （
平
成
26
年
度
予
算
関
係
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

寺
家
地
区
産
業
団
地
造
成
は
財
政

に
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。
ま

た
、
上
下
水
道
料
、
医
療
費
、
介
護

保
険
料
な
ど
の
負
担
増
は
福
祉
の
増

進
に
な
ら
な
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
議
案
第
63
号

　

 （
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
）

賛
成

�
高
橋
典
弘
議
員

　

環
境
未
来
都
市
の
具
現
化
に
向
け

た
環
境
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
、
ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
い
に
評

価
し
、
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
94
号
ほ
か
２
議
案

 　
（
市
民
ホ
ー
ル
請
負
契
約
変
更
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

地
下
埋
蔵
物
撤
去
費
は
前
所
有
者

が
負
担
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

本
会
議
の
討
論

総
務
委
員
会

●
議
案
第
₅₃
号

　
（
平
成
₂₅
年
度
補
正
予
算
）

　
　
　
　

歳
入
に
お
い
て
、
消
費
税

増
税
に
よ
る
景
気
の
減
速
に

対
す
る
交
付
金
が
入
っ
た
が
、
こ
れ

を
有
効
に
生
か
し
、
事
業
費
と
し
て

使
う
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

国
の
景
気
対
策
を
活
用
し

て
い
く
姿
勢
で
あ
る
。
交
付

金
の
性
格
を
読
み
取
り
、
早
期
の
執

行
に
努
め
る
。

●
同
意
案
第
₈₇
号

　
（
名
誉
市
民
選
定
同
意
）

　
　
　
　

名
誉
市
民
選
考
審
議
会
の

メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

選
考
審
議
会
は
６
名
で
構
成

し
、産
業
界
、社
会
福
祉
関
係
団

体
、市
民
、女
性
団
体
、教
育
界
及
び
行
政

界
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
て
い
る
。

QＡQＡ 委
員
会
審
査
概
要

●
議
案
第
₉₁
号
ほ
か
２
議
案

　
（
地
域
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
指
定
）

　
　
　
　

指
定
管
理
業
務
の
範
囲
は
、

貸
館
業
務
だ
け
か
。

　
　
　
　

従
来
の
貸
館
業
務
、
生
涯

学
習
の
推
進
に
加
え
、
建
物

の
維
持
管
理
業
務
を
含
め
て
い
る
。

指
定
管
理
料
に
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー

長
及
び
事
務
職
員
の
人
件
費
、
役
務

費
な
ど
の
事
務
費
、
維
持
管
理
上
の

小
修
繕
費
を
含
ん
で
い
る
。
消
防
設

備
や
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
市
が
直

接
行
う
。文

教
厚
生
委
員
会

●
議
案
第
₃₃
号

　
（
地
域
福
祉
計
画（
第
２
次
）策
定
）

　
　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。 QＡQ
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医
療
分
野
と
介
護
分
野
の

連
携
に
つ
い
て
、
重
点
的
に

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

●
議
案
第
₃₄
号

　
（
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
）

　
　
　
　

学
校
運
営
強
化
の
た
め
、

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

計
画
に
掲
げ
て
い
る
が
、
自
浄
能
力

低
下
な
ど
の
弊
害
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

た
め
に
は
校
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
欠
か
せ
な
い
。
校
長
は
日

頃
か
ら
教
職
員
と
の
連
携
を
図
り
、

信
頼
関
係
の
も
と
で
学
校
運
営
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
議
案
第
₉₄
号
ほ
か
２
議
案

　
（
市
民
ホ
ー
ル
請
負
契
約
変
更
）

　
　
　
　

昨
今
の
入
札
不
調
な
ど
か

ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、５
カ
月

の
工
期
延
長
に
よ
り
、施
工
業
者
の
人

材
確
保
な
ど
に
支
障
は
出
な
い
の
か
。

　
　
　
　

材
料
の
発
注
や
作
業
員
の

確
保
な
ど
に
、特
に
注
視
し
て

工
程
を
組
み
直
し
て
い
る
。こ
れ
以
上

の
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
。

ＡQＡQＡ

市
民
経
済
委
員
会

●��

議
案
第
₅₉
号（
平
成
₂₅
年
度
産
業
団

　
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

寺
家
地
区
産
業
団
地
に
つ

い
て
、
地
権
者
の
同
意
が
一

部
得
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

当
初
計
画
ど
お
り
の
面
積
を
確
保
で

き
る
の
か
。

　
　
　
　

団
地
造
成
に
は
直
接
的
に

影
響
が
な
い
道
路
の
り
面
部

分
で
あ
る
た
め
、
当
初
計
画
ど
お
り

の
団
地
面
積
を
確
保
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。建

設
委
員
会

●
議
案
第
₃₅
号

　
（
汚
水
適
正
処
理
構
想
改
訂
）

　
　
　
　

見
直
し
対
象
で
あ
る
豊
栄

の
乃
美
地
区
に
つ
い
て
、
計

画
段
階
で
、
地
元
要
望
を
ど
の
程
度

把
握
し
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　

平
成
21
年
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
公
共
下
水

QＡQＡ

道
整
備
基
準
で
あ
る
80
％
以
上
の
住

民
か
ら
加
入
要
望
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
実
際
の
加
入
要
望
が
69
％
と

な
っ
た
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

整
備
区
域
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

●�

議
案
第
₆₂
号
（
平
成
₂₅
年
度
水
道

　
事
業
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

消
火
栓
新
設
費
が
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

当
初
計
画
で
は
65
基
で

あ
っ
た
が
、
寺
家
地
区
整
備

や
圃
場
整
備
な
ど
、
他
事
業
の
年
次

計
画
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
消
火
栓
の
設
置
が
50
基
と

な
っ
た
。予

算
特
別
委
員
会

●
議
案
第
₆₃
号

　
（
平
成
₂₆
年
度
一
般
会
計
予
算
）

　
　
　
　

昨
今
入
札
不
調
が
続
い
て

い
る
が
、
新
年
度
に
お
い
て

何
か
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

今
後
の
国
・
県
の
取
り
組

み
に
準
じ
適
宜
制
度
改
正
等

を
行
う
と
と
も
に
、
市
場
の
動
向
等

は
し
っ
か
り
注
視
し
て
適
正
な
価
格

を
反
映
す
る
よ
う
な
設
計
・
積
算
に

努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
に
発
注
す

る
と
い
う
よ
う
な
対
応
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

保
育
所
民
営
化
事
業
に
つ

い
て
、
民
間
と
公
立
の
保
育

所
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考
え
を

問
う
。

　
　
　
　

現
時
点
で
明
確
な
基
準
は

持
っ
て
い
な
い
が
、
市
場
バ

ラ
ン
ス
や
経
費
節
減
が
全
て
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

民
間
の
良
い
と
こ
ろ
、
公
共
の
果

た
す
役
割
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
な
が

ら
適
正
な
配
置
を
心
が
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ＡQＡ


